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新 年 の 澄 あ い さ つ  一 大規模災害に強じ航 院をロチ旨して一

和歌山ろうさい病 院

平成24年 ・壬辰 (みすのえ ・たつ)の 年頭に当たり、謹んで初春のお慶

びを申し上げます。皆様におかれまして|よ、輝かししヽ新春をお迎えのことと

存じます。

早いもので、私が当病院長を拝命してから9ヶ 月余りが過ぎ、ようやく職

員の方々の氏名や各部門の位置など、院内の諸1青況が分かるようになって参

りました。

「わろうて」の 「着任のこ挨拶」で述べましたように、和歌山ろうさしヽ病院|よ玉置哲也前病院長の

卓越したリーダーシップの下、全職員が一丸となって 「地域の皆様に誇りと愛着を持つていただける

ブラン ド病院」を目指して頑張つて参りました。そして今回、地域の皆様の温かいこ支援をいただい

ておりますことに心より感謝申し上十ザます。

また、本院|よ和歌山県内で最初に 「地域医療支援病院」の指定を受|ナましたが、この度さらに 「和

歌山県がん診療連携推進病院」に指定されましたことを謹んでこ報告申し上|ザます。

さて、昨年3月 ]1日 に起こりました東日本大震災の傷跡が未だ癒えぬ9月 3固 ・4国 に、紀伊半

島|よ台風 12号 による未曾有の大水害に見舞われました。特に和歌山県で|よ、那智勝浦町や新目市 ・

田辺市などの被害が甚大で、テレビなどで報道される光景は正に東日本大震災を街彿させるものでし

た。那智勝浦町立温泉病院|よ私が医師として最初の医療活動をし、また和歌山県立医科大学の学長退

任後に一年間お世話になつた病院でもありますので、9月 ア国に心からのお見舞しヽの気持ちを込めて

私は那智勝浦町立温泉病院を訪問させてしヽただき、被災地の視察もして参りました。そして、新目市
立医療センターや那智勝浦町立温泉病院の医療活動につしヽて聞き取り調査を行い、今回の大規模災害

時医療の問題点の把握に努めました。それに基づき、もしも和歌山市で大規模災害が起きた場合に本

院が地域の皆様のためにどの程度の医療活動が出来るのか、今の間に改善すべき点|よ何なのか等につ

しヽて熟考して、早急に 「大規模災害に強しヽ病院」を目指した八― ド、ソフ ト両面での拡充に着手しな

ければならないと考えたからです。そして、そのワーキンググループが既に発足致しました。この目

的達成のために|よ、日頃からの地域医療機関および地域住民の皆様とのより密接な連携と1青報の共有

化を図つておくことが重要です。

紀ノ川の北部(河北、河西地区)に|よ和歌山市民の約400/0が住んでおられます。万が一、紀ノ川の

氾濫で和歌山市が分断された場合に、果してろうさい病院がこの地域の拠点病院として機能できるの

かについて今一度、真剣に考えて対処することが地域住民の皆様の更なる信頼を得るためには不可欠

であると考えています。

本年も、皆様の更なるこ理解とこ支援を宣しくお願しヽ申し上十ザます。

和歌山ろうさい病院 病 院長 (和歌山県立医科大学名誉教授)
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1隠療支援活動を終えて

先すは、未曾有の大災害で犠牲になられた全ての方々に衷悼の意を表すとともに、復興に向けて不

断の努力を続けておられる現地の皆様のこ健康とこ無事を心よりお祈り申し上げます。

このたび、県下の基幹病院が継続支援を行つている岩手県山田町での医療救護活動におしヽて、第

29班 として参加する機会をしヽただきました。活動を通じて感じた雑感を述べさせてしヽただきます。

震災よりちょうど3ヶ 月目にあたる6月 11国 に我々は現地入りしました。比較的被害の少なかっ

た内陸の商店街で|よ復興イベン トが行われており、一見落ち着しヽてしヽるかのような印象をうけました。

しかし、一歩沿岸部に足を踏み入れると、津波に打ち上|ザられた漁船や漁具が放置されており、2階

以上十よ無傷だが 1階部
//」Rだけが破壊され骨組みだけが残つてしヽる建物が多数ありました。瓦礫こそ片

付けられてしヽるものの、幹線道路の信号は停電したままで、復興に|よほど遠しヽ状況であることがすぐ

に理解できました。

医療画では地元の病院が徐々に外来を再開しており、避難所と病院とを結8 バヽスの運行が|よじまつ

てしヽました。しかし、足が不自由でバスを利用できない方や自宅で避難されている方も多く、このよ

うな方への医療救護が我々の主な任務でした。和歌山県の継続的な支援に対し地元の方々に大変喜ん

でしヽただき、少しは役に立てたかと安堵する一方で、遅々として進まぬ復旧に戸惑しヽと怒りすら覚え

たの|よ私だけで|よなかつたと思しヽます。

ともに参別した橋本主任 (南5)、 伊都主任 (手術室)、阪回係長 (会計課)ら と、「将来、見事に

復興した山田を再び訪れよう」と誓いあしヽ、医療以外の状況も時間の許す限り見て回つたことが、不

本意ながらいつか和歌山県のために役立つものと考えてしヽます。

このような機会をあたえてしヽただしヽた、労災病院ならびに県医務課の皆様に|よこの場をかりてお礼

申し上十ザます。

外科 那 須 亨

那須先生(上段右から2人 目)橋 本市民病院の方(下段)と 共に
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が―ん患者サロン 『心襲』

昨年の3月に誕生いたしました当院のがん患者サロンにつしヽて、皆様に広く剣っていただくために

こ紹介させていただきます。

○ 「がん患者サロン」ってどんなところ?

「こんな時、どうしたらしヽしヽんだろう?」「他のがん憲者さんの話を聞いてみたしヽ 1」「家族に心

配をかけたくなしヽ。」「話をしたしヽ。聞しヽてもらしヽたしヽ11」としヽう同じような悩みを持つ、がん憲者

さんやそのこ家族が集まり、参力日者それぞれが療養体験や思いを語り合つたり、がんの治療等につ

しヽて学習したりする患者さん同士のピアサポートの場です。サロンの進行及び運営|よ患者さんが中

心となり行われ、病院スタッフはサポート役として参カロします。がん患者さん及びそのこ家族であ

れば、どなたでもこ参カロしヽただけますので、お悩みの憲者さんがみえましたら、和歌山ろうさしヽ病

院に|よがん患者サ回ンがあることを教えてあげてください。

① 「がん患者サロン」誕生の歩み

「和歌山ろうさしヽ病院にがん患者サロンをつくってもらしヽたしヽ。」そんな、当院に通院するがん患

者さんの強しヽ要望から、がん相談員 (外来看護師)と 医療ソーシャルワーカー (MSW)が 中心と

なり、一昨年のl①月から、がん診療連携推進病院対策委員会におしヽて開設へ向けて院内調整等の

準備を進め、昨年3月に開設されました。がん患者サロンの設置は、当院が昨年7月に指定された

利歌山県がん診療連携推進病院の指定要件でもあります。

ここ あ

○ 「心憂」の名称の由来

がん患者サロンが開設されたものの、なかなか名前が決まりませんでした。サロンの開催国こと

に、患者さんと病院スタッフが実を持ち寄り、頭を悩ませ、生みの苦しみを経て、やつと8月 に決

まりました。意味は、心に愛をもってサロンに参力日し、ここ (サロン)で 、心を穏やかに他のがん

患者さんと語り合しヽ 「ほっ」としたしヽ。そんな希望が込められてしヽます。

○開催日及び場所について

・開催日 (毎 月)第 1・第3金 l窪日 午 後2時 ～午後4時

・場 所   が ん相談支援センター (1階 のレス トラン ・「アンゲネームJの 隣)

【病院スタッフ】

水谷 由 里 (外来師長補佐)

松本 友 香 (MSW)

小谷 芳 弓ム (総務課庶務係長)

和験山ろうせ'1爵幌の    こ土曾
がん篤者ヤロン 「心鐘」
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坂 田 亮 介

(整形外科)

この病院のシステムにつしヽてしヽけひとま

どつてしヽます。こ迷惑をおかけしますが

お許しくださしヽ。

松本 卓 二

(整形外科)

地域医療に貢献したいと思しヽますので協

力の程よろしくおねがしヽします。

宮本 選

(整形外科)

7月 より整形外科に赴任しました目本選

です。いつも心に余裕をもって患者さん

の話を聞くように心がけようと思つてしヽ

ます。よろしくお願いします。

精一杯頑張りますのでよろしくお願しヽ

します。
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神経内科のご紹介

県下で|よ数少なしヽ神経内科の専門診療科(日本神経学会教育関連施設)です。

名前に神経が付しヽてしヽるせいか精神科や心療内科と誤解される事が多しヽ科です。神経内科とはどのよ

うな診療科なのかを説明します。

神経内科の意味する神経と|よ人間の人間たる所以である思考中枢の大脳、運動中枢である小脳、感

覚、運動、自律神経の通路である脊髄、そこから出ている末梢神経、力を出す源である筋肉に生じる

全ての病気を扱うのが神経内科です。

具体的に|よ大脳が病気になりますと認知症、意識障害、麻庫、頭痛、8、るえ、めまい、けいれん等

が生じます。小脳が障害されますと失調、脊髄 ・末梢神経の病気では手足のしびれ、筋力低下 ・筋委

縮(筋疾患も同様)を来たします。病気としまして|よ認剣症、脳梗基、頭痛、めまい、パーキンソン病、

小脳失調、頸椎症、末梢神経炎、筋炎、筋委縮症等多数の疾患を扱しヽます。

CT・ MRI・ SPECT等 による頭部 ・脊髄の画像診断のみならす、末梢神経伝導検査 ・筋電図 ・脳

波 ・誘発電位検査を施行し、的確な診断 ・治療が可能です。

近年、高齢化社会に伴い認畑症患者が増加しています。脳血流シンチ(e中ZIS)、MRI(VSRA□ )等

の精査で早期診断 ・治療にも力を入れてしヽます。

神経内科スタッフのご紹介

石本進士 :神経内科部長、昭和49年 和歌山県立医科大学卒、専門 i神経内科全般 ・神経筋疾患、神

経内科専門医 ・指導医、Arlnettcan AcaderlRy of Neu「ology会員、九州大学医学博士

(神経内科)。

中山宣昭 !常勤医師、平成20年 和歌山県立医科大学卒、専門 i神経内科全般。

吉田宗平 :非常勤医師、昭和49年 和歌山県立医科大学卒、専門 :神経内科全般及び東洋医学、神経

内科専門医 ・指導医、関西医療大学保険医療学部教授、医学博士。

神経内科のホームページ httpi//wwwiwakayarlnanet orip/SiShi/index.htrlRI
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病1院からのお知らせ

講座名

「認知症の症状と診断・治療について」

講 師

神経内科部長 石 本 進 士 先 生

平成23年 5月 14国l■l午後13時30分 より、院内三階大会議室にて公開講座を開催し、参加

者は150名 でした。

石本先生は今回の講演で、認知症の実態から診断 ・治療 ・予防の方法まで、専門的な内容なが

らも具体lrlを用しヽるなどして聴講者に分かりやすく、詳しく説明しました。また、講演の最後に

は、認畑症介護の基本的な心がけにつしヽて述べ、認剣症憲者への理解を深めるよう語りました。

講演|よ大盛況で、定員100名 のところ150名 の聴講者が集まり、「認lll症」に対する社会の

関心の高さがうかがえました。もちろん、大会議室内は聴講者でいつぱしヽになり、急速座席を追

加するほどでした。

今回の講演会においては、来場された多くの方から大変参考になったとしヽうこ意見を頂きまし

た。また、50代 ～60代 の聴講者が全体の過半数を占めてしヽたこともあつて、聴講者自身や家

族に思しヽを巡らせながら聴しヽてしヽる人も多いようでした。

大会議室に|よ多くの参カロ者が詰め掛|サた

6



『かかりつけ国』②こi圏分

叢     .急ちサ
おくむら  みつよし

奥村 光 祥院長

和歌山労災病院との「病診連携システム」に参加されている「かかりつけ医」の先生方をシリーズでご紹介しています。

■診療科目 小 児科

■住  所  〒 640-8403和歌山市北島453

1ンプラベルデ2-1階 B-1号

■電   話  073-456-6900
支    =   ■ _■‐||■在ⅢI岬

奥村 光祥先生|よ、平成20年 11月に和歌山市に 『お

くむら小児科クリニック』を開院されました。

開業以来約2年 半にわたり、地域の子どもたちの健

康を守るホーム ドクターとしてこ活躍されています。

『おくむら小児科クリニック』は小児科診察を専門

的に取り扱う診療体制をとっており、夜19時まで診

療を受け付けるなど、国々忙しくも患者様本位の真摯

な診察を行つてしヽます。

主な診療内容としては、小児科疾患で最も多しヽ呼吸

器 ・消化器の感染症が中心で、気管支ぜんそくやア ト

ピー性皮膚炎などの慢性疾患も治療してしヽます。また、

予防接種と乳児検診に専用の時間を設けて診療してしヽ

ます。

『おくむら小児科クリニック』|よ患者様に安心して

適切な診療と正確な医療1青報を提供し、常に医療リービスの向上と地域医療の発展に貢献されておら

れる医療機関であります。

地域住民への医療とlRI康を提供し続ける上で、和歌山労災病院にとって欠かせなしヽ重要な連携医療

機関 (パー トナー)の おひとりです。
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和歌山ろうさい病院 (舛来診療科担当医一覧表) 平 成24年1月1醐在

内 科

A

出 本 西野 雅 之 山本 康 久

の 番 中尾 隆 太郎 中】 増 刀|

神 経 内 科
① 番 石本 進 士 石本 進 士 吉回 宗 平 石本 進 士 本

⑭ 番 森 め ぐみ

肉 コ 栗本 実 和 当番医 阪口 臨

呼 吸 器 内 科

網 篇 1 綱  隆 信 圧野 岡 !史

⑥ 番 辰日 仁 美 真也

ヽ

循 環 器 内 科
1番 大河内 啓 史 当番医 林  泰 当番医 新太郎

③ 番 新患診 新患診 今村 沙 梨

脳 神 経 外 科

⑫ 番 寺田 友昭 新谷 亜 紀 寺田 友昭 当番医 岡田 秀 雄

当番医 新谷 亜 紀 河野 健 一

百村  畏 田中 優 子

敷 当 i 当番医

呼 吸 器 外 科 ① 番 大 |

女 性 専 用 外 来 黎珊鎌鑑

(Dブロック)
婦人牙斗・乳8泉夕ヽ来
藤野 久 仁子

(Dジロック)第 2週
婦人科夕1来
柳川 百 世 勿却媒美

ル菊働叫
い打縮辰

( Aブロック)第 1週
乳月泉 81P母夕1来

浦 希 未子

(Dジロック)第 4週
婦人不斗夕1来
笠野 有 里

(Aフロック)第 4週
心療内科外来
坂本 友 香

消 化 器 内 科

① 番 安田 格 子 原  猛 原  猛 原  猛 安田 祐 子

⑫番 藤本 憲 治 安田 祐 子 藤本 憲 治
内視鏡センター診

有井 研 司
有井 研 司

外 科

②番 山本 基 小林 康 人 が
実△ロ

胃
落

日干 胆  障
小林 康 人

辻  毅

⑥番 那須 亨
乳腺

落台 実
肝 胆  際  栄 養療法

辻  毅
那須 亨 槍

基
帥
昧

③番
水本 有 紀

整 形 外 科

③番 佐々木 俊 二 脊椎センター診
費藤 宗 治 彬

康
訓
峠

スポーツ整形診
佐々木 俊 三 安藤 宗 治

④番 峠 康 坂田 亮 介 松本 卓 二 松本 卓 二 関節リウマチ診
坂田 亮 介

⑤ 番 当番医 日本 選 山中 学 神埜  聖 治 日本 選

当番医 当番医 当番医 当番医 当番医

児 科

C

青柳 憲 率 糟皮谷 朋 子 青柳 憲 幸 青柳 憲 率 櫓皮谷 朋 子

小森 有 紀 朋 子 大 元  浩 田 小森 有 紀

青柳 憲 宰 目代 英 首

特診⑩
大元 浩 明 青柳 【予防接種】 櫓皮谷 朋 子

1 3週
根来

ぃエコー

博之

泌 尿 器 科

① 番 上門 康 成 山内 敏 樹

休  診

上門 康 成

休  診山内 敏 樹 森  喬 史 森 喬 史

耳 鼻 咽 喉 科

⑥ 構 山

休  診

と 真 史

⑥ 番 小上 真 史 ベデル レヴェント ベデル レ リェン

① 番

年後

予約

第 1 3週
睡眠時無呼吸外来

当番医

第2 4週
補聴器外来
当番医

皮 膚 科

D

① 番 中村 智 之 中村 「F フ

② 番 土井 直 孝 土井 直 孝 土井 直 孝 山 希

後
約

午
予

学重外来
中村 智 之

産 婦 人 科

本 天 尾谷 功

⑮番
妊婦健診
谷本  敏

尾谷 功 藤野 久 仁子 谷本  敏 藤野 久 仁子

後
約

午
予

谷本  敏 本

助産師外来
(予約制)

助産師外宋

(予約制 )
母親数室
(予約制)

助産師夕1来
(予約制)

眼 科

③ 番
年前のみ休診

決  成 勲 洪  成 勲

休  診

洪  成 勲

西川 用 タ 西川 用 ス 西川 用 久

午後
予約

洪  成 勲
(年後■00～ 年後3:00)

第1 3 5 週
コンタクト外来

り 八 ビ リ 科
1 診 松本 朋 子 松本 朋 子 松本 朋 子 松本 i不

2 診 当番医 峠  康

放 射 線 科
＼

＼
＼

1 診 三谷 康 幸 三谷 康 幸 三谷 康 幸 三谷 康 幸 三谷 康 幸

塩谷  健 塩谷  健 塩谷  健 塩谷  健 塩谷  健

専  門  外  来
健診センター

【予約制l
禁煙外来.ストレス外来

山本 康 久
禁煙外来 ス トレス外来

山本 康 久
肥満外来

西野 雅 之

側 1 小 児科の午後は、予約者を対象に専門外来を行つています。           6 糖 尿病教室は、週 1回 です。開催 日を変更することがあるので、内科外来に
2 耳 鼻咽喉科の毎週火曜日、泌尿器科の毎週水 ・金 (再診)曜日、眼科の毎週木曜日、    お 問い合わせ下さい。

月曜(午前)は手術日のため休診です。                      7 女 性専用外来 ,専門外来は、金て予約制となってお りますので、勤労者医療総合
3 母 親教室は、毎週木曜日14時 ～16時 です。(予約制)                セ ンター (■に073-451-3303 直 通)に 、お申し込み下さい。
4 助 産師外来は、毎週火曜 ・水曜 ・金曜日14時 ～16時 です。 (予約制)       3 各 診療科の専門外来については、病院 (碓L073-451-3181 代 表)ま で
5 耳 鼻咽喉科の木曜日の年後の診察時間は、13時 ～15時 となつてお ります。       お 問い合わせ下さい。

側セカンドオピニオン外来 詳 しくは地域医療連携室へお問合せください。lL073‐451‐3186    Eは 、手術日をあらわ しています。

お問し浩せは利歌山ろうさい病院 医 事課斎支8名1副母8古催事課直D


